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殊性と一般性に関する研究が要請されます。
さらに、二つはトータル的な制度研究が求め
られます。市場制度であれ、計画制度であれ、
結局、制度と発展の関係は何か、場合によっ
て恐らく因果関係でもなく条件関係でもなく、
いままでの経験によれば、生産要素自らの組
織化や秩序化などによる成果かも知りません。
もしかしたら春になれば葉が生えるのような
仕組みが経済活動にもあるのではないか、と
いう中国モデルの持つ意味への再検証が問わ
れます。なぜかというと、中国は非常に多様
性に富む発展途上の国なので、この発展途上
の大国の発展は必ずなにか新しい理論が追加
されるのでしょう。 
最後になりますが、また方法論に戻ります。
中国の研究でも日本の研究でも、感じたのは
これまでの研究枠組みをさらに広げていく必
要があります。従って、三つ目の提案は日本
モデルに対しての再検討です。私は日本モデ
ルが独自の意味を持っていると思います。ア
メリカモデルは効率型、ヨーロッパは福祉型、
中国は移行型、日本の場合は政策主導型の市
場のではないかと考えられます。この政策主
導型の市場はどういう特徴、性質、あるいは
一般規律があるか、まだわかりません。この
点につき中国の研究者も大変興味を持ってま
す。その意味では、やはり今後日本と中国、
よりよい共同研究の展開が期待され、今日の
ような研究会をたくさん開くことが非常に重
要だと思います。 
これからは、多くの研究交流を進めること
に連れて、前述した難問も必ず解けていくと
私が信じています。どうもありがとうござい
ました。 
 
